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各講義科目へのアクセス

2Apr 15, 2019

①教育プログラム、②各講義のペー
ジ、③「ゲノム情報解析基礎」の場合。
ブラウザは、Google Chromeを推奨。

①

②

③



Excelの場所

3Apr 15, 2019

Windows10の画面左下のあたりを表示。②のあたりに着目
して下のほうをずっと眺めていくと、③A、④B、⑤Cのように
アルファベット順になっていることがわかる。Eからはじまると
ころにExcelがあるはずです。今回は行列データファイルを
取り扱うので、Excelで眺めると分かりやすいかもしれません。

①

③

④

⑤

②
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位置づけと心構え

5Apr 15, 2019

①（Rで）塩基配列解析の、②基本的な利用法（③Win版
or ④Mac版）の続きとして、Rを用いた行列形式ファイル
の取り扱いからスタートします。ゲノム情報解析と関係
性が低いと思われるかもしれませんが、このあたりの基
礎が多くの発展的な解析の基本スキルとして重要。

③ ④

①

②

スライド見るだけ



全体像

6Apr 15, 2019

目的：タブ区切りテキストファイル（annotation.txt）中の第1列
目に対して、リストファイル（genelist1.txt）中の文字列と一致
する行を抜き出して、hoge1.txtというファイル名で出力したい。

入力：アノテーションファイル（annotation.txt）

入力：リストファイル（genelist1.txt）

出力：hoge1.txt



任意のキーワード

7Apr 15, 2019

目的：タブ区切りテキストファイル（annotation.txt）中の第1列
目に対して、リストファイル（genelist1.txt）中の文字列と一致
する行を抜き出して、hoge1.txtというファイル名で出力したい。
①の②例題1をやります。

①

②



任意のキーワード

8Apr 15, 2019

作業ディレクトリは①「デスクトップ – hoge」。hogeフォルダ中
に②annotation.txtと③genelist1.txtが存在するという前提。

①

①

③

②



基本はコピペ

9Apr 15, 2019

①

①一連のコマンド群をコピーして
②R Console画面上でペースト。

②



実行結果

10Apr 15, 2019

実行前のhogeフォルダ

実行後のhogeフォルダ

①list.files()で表示される結果と、②実
行後のhogeフォルダの中身は当然同じ

①

②



R上で確認できるように

11Apr 15, 2019

実行後のhogeフォルダ

①出力ファイル（hoge1.txt）の中身。
これは②outというオブジェクトの中
身を、③write.tableという関数を用
いてファイルに出力したもの。

①

②③



R上で確認できるように

12Apr 15, 2019

実行後のhogeフォルダ

②

①

それゆえ、①出力ファイル(hoge1.txt)の②中
身は、Rコンソール画面中で③outと打ち込
むことで確認できる。早く慣れてRコンソール
画面のみ動作確認できるようになっていこう。

③
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色の説明

14Apr 15, 2019

Rコード中の色の使い分けについて説明
します。①に書いている、②の内容が全て

①

②

スライド見るだけ



応用

15Apr 15, 2019

①例題1は、②1列目でキーワード検索する
やり方でした。つまり、③の列が対象でした。

②

①

③



応用

16Apr 15, 2019

④

①例題1は、②1列目でキーワード検索する
やり方でした。つまり、③の列が対象でした。
応用として、別のリストファイルを読み込ん
で、④4列目で検索するやり方を示します。

②

①

③



リストファイルの作成

17Apr 15, 2019

おさらい。例題1の①リストファイル（genelist1.txt）
中の、キーワードリストは②のように書かれていた。

①

②



リストファイルの作成

18Apr 15, 2019

今回は、①のようなnuclearとmembraneを含む行
を抽出したいので、②のようなリストファイルを作
成し、list.txtというファイル名で保存しておく。当然
ながら、保存場所はannotation.txtと同じ場所です。

①

②



Rエディタを起動

19Apr 15, 2019

①「ファイル － 新しいスクリプト」で、②Rエディタを起動。
もちろん、他のエディタをどうしても使いたければ、「二重
クォーテーション問題」などに遭遇する可能性を踏まえ、
自己責任でご利用ください。

①

②



テンプレートをコピペ

20Apr 15, 2019

例題の赤枠内のコードを、
①Rエディタにコピペ。

①



必要最小限の箇所を変更

21Apr 15, 2019

必要最小限の変更箇所は、①リスト
ファイルの名前と、②列番号情報。

①

①

②



必要最小限の箇所を変更

22Apr 15, 2019

①

①

②

④

③

必要最小限の変更箇所は、①リスト
ファイルの名前と、②列番号情報。③
list.txt中のキーワードで、④4列目で
探したいからです。



Tips：CTRL + R

23Apr 15, 2019

変更後のコードを全選択したのち、右クリックで
「コピー（CTRL + C）＆ペースト（CTRL + V）」と
やらなくても、①「CTRL + R」でイケます。

①



Tips：CTRL + R

24Apr 15, 2019

①

変更後のコードを全選択したのち、右クリックで
「コピー（CTRL + C）＆ペースト（CTRL + V）」と
やらなくても、①「CTRL + R」でイケます。これ
は、②CTRL + ③Rでもよいことを意味します。

②

③



Tips：CTRL + R

25Apr 15, 2019

①

実行後はこんな感じになります。①出力ファイル名
は変更していないので、①hoge1.txtファイルに上書
きされるはず。もしExcelなどでhoge1.txtを開いてい
ると「Permission denied（書き込み権限がない）」み
たいなエラーが出ます（後述する、ありがちなミス3）



list.files()で確認

26Apr 15, 2019

①list.files()と打ち込んで確認。確かに出力ファイ
ルに相当する名前は②hoge1.txtしかないですね。

①

②



outの中身を確認

27Apr 15, 2019

①

①outと打ち込んで確認。



outの中身を確認

28Apr 15, 2019

①

①outと打ち込んで確認。確かに②list.txtファイ
ル中に書き込まれたキーワードを含む行のみ
が抽出できていることが、③からわかります。

② ③
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ありがちなミス1

30Apr 15, 2019

作業ディレクトリの変更を忘れているため、①in_f1
で指定した最初のファイルの読み込み段階で、②
エラーが出る。つまり、③作業中のフォルダには
annotation.txtというファイルは存在しないということ。

①

②

③



ありがちなミス2

31Apr 15, 2019

必要な入力ファイルが①作業ディレクトリ中に存在しない。こ
の場合、②in_f2で指定したgenelist1.txtが、③存在しないた
め、④それの読み込み段階でエラーが出ている。それゆえ、
⑤その情報を用いるコマンド部分でエラーが出ている。

①

①

②

③

④

⑤



ありがちなミス3

32Apr 15, 2019

①出力予定のファイル名と同じものをエクセルなど別の
プログラムで開いているため、②最後のwrite.table関数
のところでエラーが出る。対処法は、出力ファイル名を
変更するか、③開いている別のプログラムを閉じる。

①

②

③



ありがちなミス4

33Apr 15, 2019

①実行スクリプトをコピーする際、最後の行のところで改行を
含ませずにR Console画面上でペーストしたため、②最後のコ
マンドが実行されない（出力ファイルが生成されない）。これも
比較的ありがちなパターンです。CTRL + Rを利用するか、コ
ピペ（CTRL + C、CTRL + V）実行する場合はコピペ後に無意
識にリターンキーを押すことを心がけるだけでもよいでしょう。

①

②



警告メッセージ

34Apr 15, 2019

list.txtファイル作成時に、membraneと打った後に改
行を入れた場合（左）と入れない場合（右）の挙動の
違いを把握し、後学のために警告メッセージの意味
を理解しておくとよい。この場合は結果には影響し
ていないことがわかる。Rは警告メッセージ後の記
述内容が比較的分かりやすいのでよく読むべし。
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コードの解説

36Apr 15, 2019

これまでは、例題のコードをテンプレートとして
利用し、①必要な部分のみを変更して目的を
達成する手段を解説してきました。

①



コードの解説

37Apr 15, 2019

これまでは、例題のコードをテンプレートとして
利用し、①必要な部分のみを変更して目的を
達成する手段を解説してきました。ここからは、
②コードの中身を解説していきます。まずは③
例題1でやろうとしていることのおさらい。

①

②

③



全体像

38Apr 15, 2019

目的：タブ区切りテキストファイル（annotation.txt）中の第1列
目に対して、リストファイル（genelist1.txt）中の文字列と一致
する行を抜き出して、hoge1.txtというファイル名で出力したい

入力：アノテーションファイル（annotation.txt）

入力：リストファイル（genelist1.txt）

出力：hoge1.txt



コードの解説の前に

39Apr 15, 2019

①作業ディレクトリ中に、②に相当する、③2つの
ファイルが存在することを確認しておいてください。

③

①

②



コードの解説

40Apr 15, 2019

①の赤枠内では、必要に応じて変更する入出力ファイル名や
必要なパラメータ（ここでは1列目の情報をターゲットにすると
いう数値情報に相当）の情報を格納する作業を行っています。

①



コードの解説

41Apr 15, 2019

①の赤枠内では、必要に応じて変更する入出力ファイル名や
必要なパラメータ（ここでは1列目の情報をターゲットにすると
いう数値情報に相当）の情報を格納する作業を行っています。
文字列として認識させたいものは、②のように二重クォーテー
ションで囲います。③は数字として認識させたい列番号情報
なので、二重クォーテーションではありません。

②

③



コードの解説

42Apr 15, 2019

①の赤枠内を再度コピペ実行。多少見栄えが異なっていても
構いません。重要なのは②のようにコピペ実行することのみ。

①

②



in_f2の中身

43Apr 15, 2019

④

③

④

①の赤枠内を再度コピペ実行。多少見栄えが異なっていても
構いません。重要なのは②のようにコピペ実行することのみ。
③in_f2と打ってリターン。④でgenelist1.txtという文字列を、
in_f2というオブジェクト名で取り扱えることがわかります。



paramの中身

44Apr 15, 2019

④

③

④

⑤

①の赤枠内を再度コピペ実行。多少見栄えが異なっていても
構いません。重要なのは②のようにコピペ実行することのみ。
③in_f2と打ってリターン。④でgenelist1.txtという文字列を、
in_f2というオブジェクト名で取り扱えることがわかります。⑤
paramの中身も妥当ですね。



[1]って何？

45Apr 15, 2019

①のあたりに見えている[1]という数字が気になって仕方がな
いヒトが一定数いると思われまが、これはベクトルの1番目の
要素という意味です。

①

①

①

①

参考



[4]って何？

46Apr 15, 2019

①のあたりに見えている[1]という数字が気になって仕方がな
いヒトが一定数いると思われまが、これはベクトルの1番目の
要素という意味です。②ここに[4]という数字も見えていますが、
これは③list.files()実行結果のうちの4番目の要素という意味
です。

②

参考

③



特定要素抽出

47Apr 15, 2019

参考

②

③

①のあたりに見えている[1]という数字が気になって仕方がな
いヒトが一定数いると思われまが、これはベクトルの1番目の
要素という意味です。②ここに[4]という数字も見えていますが、
これは③list.files()実行結果のうちの4番目の要素という意味
です。私はlist.files()と組み合わせて使うことはありませんが、
実用上は、④のような感じで特定の要素を抽出したい場合に
頻用するテクニックです。しかるべき箇所でまた説明します。

④
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read.table関数

49Apr 15, 2019

入力ファイルの読込み部分の説明です。



read.table関数

50Apr 15, 2019

入力ファイルの読込み部分の説明です。赤枠は、①in_f1で与
えている②annotation.txtを、③read.tableという名前の関数を
用いて読み込んだ結果を、④dataという名前のオブジェクトに
格納せよという命令です。「オブジェクト」というのは、単純にR
上で取り扱うための「もの」とか「物体」という風に解釈すれば
よいです。例えば、dataというものに格納している、と解釈す
ればよいです。

③

①

②

④



read.table関数

51Apr 15, 2019

①の部分は、②read.table関数のオプションです。

①②



read.table関数

52Apr 15, 2019

①の部分は、②read.table関数のオプションです。③in_f1で与
えている、④annotation.txtの中身は、⑤のような感じです。

①②

③

④

⑤



header

53Apr 15, 2019

①このファイルの最初の1行目の情報は、各列にどのような情
報が含まれているかを表す「列名」、つまり「ヘッダー行」に相
当するもの。②headerオプションは、入力ファイル中にヘッ
ダー行が含まれるか否かをTRUE or FALSEで指定する。この
オプションのデフォルトはFALSEなので、明示的に②
「header=TRUE」と与えている。尚、「header = TRUE」でも
「header = T」でも「header=T」でもよい。

①

②



タブ区切りファイル

54Apr 15, 2019

①このファイルは、タブ区切りテキストファイルです。タブ区切
りの場合は、②sepオプション（←separator characterの略）の
ところで、¥tと指定する(「逆スラッシュ」ですが、文字コードの
関係上表示できません)。

①

②
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quoteオプション

56Apr 15, 2019

①quoteオプションは、マニアックすぎるのでこれまで説明は
省略してきました。しかし、毎年必ず数名から質問を受ける事
柄なので参考資料として提示しておきます。まず、②のような
中身の場合はquoteオプションはなくてもよいです。あっても悪
さをすることがないのでつけています。

①

参考

②



quoteオプション

57Apr 15, 2019

赤枠内をそのまま実行してもエラーは出ません。参考



quoteオプション

58Apr 15, 2019

赤枠内をそのまま実行してもエラーは出ません。こんな感じに
なります。

参考



quoteオプション

59Apr 15, 2019

①quoteオプション部分をなくして実行しても、②この入力ファ
イルの場合は、こんな感じでエラーは出ません。

参考

①

②



quoteオプション

60Apr 15, 2019

ものすごく昔の話で記憶が曖昧ですが、かつて「3’PDE」みた
いな感じで「アポストロフィ（’）」または「プライム（`）」みたいな
ものがついた遺伝子名を含むファイルをうまく読み込めず苦
悩しました。

参考



quoteオプション

61Apr 15, 2019

ものすごく昔の話で記憶が曖昧ですが、かつて「3’PDE」みた
いな感じで「アポストロフィ（’）」または「プライム（`）」みたいな
ものがついた遺伝子名を含むファイルをうまく読み込めず苦
悩しました。例えば①をエディタで開いて、②gene5の部分を
3’PDEみたいな感じにして保存し、③quoteオプションの有無
による挙動の違いを実感してみるとよいと思います。

参考

①

①

③



quoteなし

62Apr 15, 2019

参考 gene5の部分を3’PDEにして保存した状態で、①quoteオプ
ションなしの実行結果。②警告メッセージが出ていることがわ
かります。

①

②



quoteなし

63Apr 15, 2019

参考 gene5の部分を3’PDEにして保存した状態で、①quoteオプ
ションなしの実行結果。②警告メッセージが出ていることがわ
かります。③dataオブジェクトの中身を表示。変になっているこ
とがわかります。

③



quoteあり

64Apr 15, 2019

参考 gene5の部分を3’PDEにして保存した状態で、①quoteオプ
ションありの実行結果。②警告メッセージが出ていないことが
わかります。

①

②



quoteあり

65Apr 15, 2019

参考 gene5の部分を3’PDEにして保存した状態で、①quoteオプ
ションありの実行結果。②警告メッセージが出ていないことが
わかります。③dataオブジェクトの中身を表示。

①

③



quoteあり
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参考

①

③

④

gene5の部分を3’PDEにして保存した状態で、①quoteオプ
ションありの実行結果。②警告メッセージが出ていないことが
わかります。③dataオブジェクトの中身を表示。④正しく読み
込めていることがわかります。このようにquoteオプションをつ
けておくほうが無難なので、read.table関数を利用する際はお
まじない的につけています。
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read.table実行

68Apr 15, 2019

①入力ファイルの中身が、②のような状態で、③をコピペ実行。

①

②

③



read.table実行

69Apr 15, 2019

①入力ファイルの中身が、②のような状態で、③をコピペ実行。
④dataの中身を表示。

④



read.table実行

70Apr 15, 2019

①入力ファイルの中身が、②のような状態で、③をコピペ実行。
④dataの中身を表示。⑤header=TRUEとしているので、⑥入
力ファイルの1行目が列名のような位置づけになっていること
がわかる。

④

⑤

⑥



read.table実行

71Apr 15, 2019

④

⑤

⑥

⑦

①入力ファイルの中身が、②のような状態で、③をコピペ実行。
④dataの中身を表示。⑤header=TRUEとしているので、⑥入
力ファイルの1行目が列名のような位置づけになっていること
がわかる。⑦入力ファイルは本来12行からなるが、ヘッダー
行を除いているので11行になっていると解釈すればよい。



Tips：矢印キー

72Apr 15, 2019

①

①header=TRUEの記述をなくす（あるいはheader=FALSEにす
る）とどのような結果になるかを調べる。と同時に②上矢印
キーを押して以前打ち込んだコマンドを再利用するテクニック
を思い出してもらう。②上矢印キーを2回押すと、③2つ前に打
ち込んだコマンドが表示されるはずです。

②

③



Tips：矢印キー

73Apr 15, 2019

①header=TRUEの記述をなくす（あるいはheader=FALSEにす
る）とどのような結果になるかを調べる。と同時に②上矢印
キーを押して以前打ち込んだコマンドを再利用するテクニック
を思い出してもらう。②上矢印キーを2回押すと、③2つ前に打
ち込んだコマンドが表示されるはずです。こんな感じになると
思うので、左矢印キーを押していってheader=TRUEのところを
header=FALSEにしてみましょう。



Tips：矢印キー

74Apr 15, 2019

①header=TRUEの記述をなくす（あるいはheader=FALSEにす
る）とどのような結果になるかを調べる。と同時に②上矢印
キーを押して以前打ち込んだコマンドを再利用するテクニック
を思い出してもらう。②上矢印キーを2回押すと、③2つ前に打
ち込んだコマンドが表示されるはずです。こんな感じになると
思うので、左矢印キーを押していってheader=TRUEのところを
header=FALSEにしてみましょう。つまり④こういう状態にしま
しょう、ということです。リターンキーを押して、もう一度dataの
中身を表示。

④



header=FALSE

75Apr 15, 2019

①dataの中身を表示した結果。②ヘッダー行部分も普通の
データと同じ扱いになっているので、これが③1行目になって
いることがわかる。それゆえ、④最終行が12行目となる。こん
な感じで自分のデータのヘッダー行の有無に応じて、オプショ
ンをうまく変更して読み込みましょう。私はこのデータは
header=TRUEとするのが正解だと思います。

①

②③

④
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dim関数

77Apr 15, 2019

①このdataオブジェクトはheader=FALSEとして読み込んだも
のではあるが、とりあえず気にせずにこのdataオブジェクトに
対してdim関数を実行することを意味する②dim(data)を実行。

②

②

①



dim関数

78Apr 15, 2019

②

②
③

①このdataオブジェクトはheader=FALSEとして読み込んだも
のではあるが、とりあえず気にせずにこのdataオブジェクトに
対してdim関数を実行することを意味する②dim(data)を実行。
実行結果。③このdataオブジェクトは12行×4列からなるデー
タだということを意味します。



dim関数
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②

②
③

①このdataオブジェクトはheader=FALSEとして読み込んだも
のではあるが、とりあえず気にせずにこのdataオブジェクトに
対してdim関数を実行することを意味する②dim(data)を実行。
実行結果。③このdataオブジェクトは12行×4列からなるデー
タだということを意味します。④確かにそうですね。

④



dim関数

80Apr 15, 2019

②

②
③

①このdataオブジェクトはheader=FALSEとして読み込んだも
のではあるが、とりあえず気にせずにこのdataオブジェクトに
対してdim関数を実行することを意味する②dim(data)を実行。
実行結果。③このdataオブジェクトは12行×4列からなるデー
タだということを意味します。④確かにそうですね。ちなみに③
dim関数実行結果は、2つの要素からなるベクトルです。1つ目
の要素が行数に相当し、2つ目の要素が列数に相当します。

④



nrowとncol
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①このdataオブジェクトはheader=FALSEとして読み込んだも
のではあるが、とりあえず気にせずにこのdataオブジェクトに
対してdim関数を実行することを意味する②dim(data)を実行。
実行結果。③このdataオブジェクトは12行×4列からなるデー
タだということを意味します。④確かにそうですね。ちなみに③
dim関数実行結果は、2つの要素からなるベクトルです。1つ目
の要素が行数に相当し、2つ目の要素が列数に相当します。
これらの結果は、⑤nrow関数、⑥ncol関数でも代用できます。
いずれの関数も、日常的に利用します。

参考
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?関数名

83Apr 15, 2019

「?関数名」または「help(関数名)」で、どのようなデータを入力
として与えると、どのような結果を返すのか、どのようなオプ
ションが利用可能なのか、オプションのデフォルトは何か?を
知ることができます。



?dim
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「?dim」または「help(dim)」で、dim関数の詳細を知ることができ
ます。①この状態でリターンキーを押すと…

①



?dim

85Apr 15, 2019

「?dim」または「help(dim)」で、dim関数の詳細を知ることができ
ます。①この状態でリターンキーを押すと、②こんな感じに
なって…

①
②



?dim

86Apr 15, 2019

「?dim」または「help(dim)」で、dim関数の詳細を知ることができ
ます。①この状態でリターンキーを押すと、②こんな感じに
なって…ウェブブラウザが起動します。



?dim

87Apr 15, 2019

①今マニュアルを調べている関数名。②関数のタイトル。この
関数の挙動が既知の状態で見ていれば、「入力として与えら
れたオブジェクトの次元（dimension) 」の意味が理解できるで
しょう。

①

②



Description

88Apr 15, 2019

①今マニュアルを調べている関数名。②関数のタイトル。この
関数の挙動が既知の状態で見ていれば、「入力として与えら
れたオブジェクトの次元（dimension) 」の意味が理解できるで
しょう。③Descriptionのところが、④より詳細な関数の説明。

①

②③

④



Description
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①今マニュアルを調べている関数名。②関数のタイトル。この
関数の挙動が既知の状態で見ていれば、「入力として与えら
れたオブジェクトの次元（dimension) 」の意味が理解できるで
しょう。③Descriptionのところが、④より詳細な関数の説明。
⑤retrieve（回収）という単語と結びつけることで、「dataオブ
ジェクトの次元情報（行数と列数情報）を回収して表示してい
るのだ」みたいな感じで記述のノリに慣れていくとよい。①

②③

④

⑤



Usage

90Apr 15, 2019

①Usage（利用法）のところで、②のような感じで利用すればよ
いのだということを知る。

①

②



上手に手を抜く

91Apr 15, 2019

①Usage（利用法）のところで、②のような感じで利用すればよ
いのだということを知る。③のような使い方もあるようです。お
そらくこれが、④setに相当するのでしょう。私はdim関数をこ
のような形で利用したことは一度もありません。利用できる局
面もあるのかもしれませんが、何でもかんでも完璧に理解し
なければいけないというわけではないというよい例です。上手
に手抜きして、無理なく学んでいけばよいと思います。

③

④



Arguments

92Apr 15, 2019

①Arguments（引数；ひきすう）のところでは、入力としてどのよ
うなものを与えるべきか、どのようなオプションが利用可能な
のか、オプションのデフォルトは何か、などの情報を知ること
ができます。②半ページほど下部に移動。

①

②



Arguments

93Apr 15, 2019

②これくらいまで移動。dim関数のArgumentsの中身は③のみ
です。④文字の大きさが同じDetailsが次の項目。この理由は、
この関数自体の役割（行数と列数を表示するだけ）がシンプ
ルで、オプションなども存在しないからです。

①

③

②

④



Arguments

94Apr 15, 2019

①でも見えていますが、入力として与えるのは②xというもの
のみです。③がxについての説明です。xは、「例えばmatrix,
array, data frameという形式のRオブジェクト」だと解釈します。

①

② ③



Arguments

95Apr 15, 2019

①

② ③

①でも見えていますが、入力として与えるのは②xというもの
のみです。③がxについての説明です。xは、「例えばmatrix,
array, data frameという形式のRオブジェクト」だと解釈します。
このことから、dim関数を実行できている④dataオブジェクトは、
matrix, array, data frameのような形式だろうと予想できます。

④
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class関数

97Apr 15, 2019

①class関数は、オブジェクトの形式を返すものです。②dataオ
ブジェクトは、③data.frameという形式であることが分かります。

①
②

③



Details

98Apr 15, 2019

①Detailsが一番上になるように、②ページ下部に移動。

②

①



Details

99Apr 15, 2019

①Detailsが一番上になるように、②ページ下部に移動。こん
な感じ。

②

①



Details

100Apr 15, 2019

②

①

③

①Detailsが一番上になるように、②ページ下部に移動。こん
な感じ。③dim関数についてのより詳細な記述。何を言いたい
のか理解しがたいですが、dim関数を使う上では不都合ない
ので読み飛ばします。



Value

101Apr 15, 2019

①

②

①Valueは、②dim関数を実行するとどういう結果が返される
かについての説明部分。「行数と列数という2つの要素からな
る数値ベクトルを返す」この関数自体がシンプルすぎるため、
かえって難解な印象を受けますが…



Value

102Apr 15, 2019

①

②

①Valueは、②dim関数を実行するとどういう結果が返される
かについての説明部分。「行数と列数という2つの要素からな
る数値ベクトルを返す」この関数自体がシンプルすぎるため、
かえって難解な印象を受けますが、実際の挙動と一致する③
「整数（integer）のベクトル」という記述を見ると安心できます。

③



References

103Apr 15, 2019

①Referencesが一番上になるように、②ページ下部に移動。

①

②



References

104Apr 15, 2019

①

②

①Referencesが一番上になるように、②ページ下部に移動。
こんな感じ。 ③dim関数のReference（文献情報）です。現実問
題として、利用した際にどこまで丁寧にReferenceを調べて記
載するかはヒトそれぞれだと思いますが、感謝の気持ちをもっ
て使いましょう。

③
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See Also
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①

①See Alsoのところは、文字通り②で示す関数なども参考に
なるよ的な情報です。ncolやnrowは…

②

参考



See Also

107Apr 15, 2019

①

①See Alsoのところは、文字通り②で示す関数なども参考に
なるよ的な情報です。ncolやnrowは、③でも示していますので
挙動既知ですね。

②

③

参考



See Also

108Apr 15, 2019

①See Alsoのところは、文字通り②で示す関数なども参考に
なるよ的な情報です。ncolやnrowは、③でも示していますので
挙動既知ですね。④については、⑤dimnames(data)の⑥結果
と…

④

参考

⑥

⑤



See Also
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④

参考

⑦

①See Alsoのところは、文字通り②で示す関数なども参考に
なるよ的な情報です。ncolやnrowは、③でも示していますので
挙動既知ですね。④については、⑤dimnames(data)の⑥結果
と、⑦dataの結果を見比べると理解できるのではないでしょう
か?つまり⑥は、⑧と⑨の部分を表示しているということです。

⑨

⑧



rownames関数

110Apr 15, 2019

参考

①

尚、私は①行名情報を抽出したい場合は、②rownames関数
を使います。関数名を理解しやすいので覚えているからです。

②



colnames関数
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参考 同様に、私は①列名情報を抽出したい場合は、②colnames関
数を使います。同じ目的を達成する上でも、様々な手段があ
ります。見たことがない関数でも「?関数名」で調べるなりして、
徐々に慣れていくとよいでしょう。

②

①



Examples
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①Examplesのところに、②関数の利用例があります。ここの
コードを眺めたり実際にコピペ実行したりして理解を深めてい
くこともできます。

②

①



Examples

113Apr 15, 2019

①Examplesのところに、②関数の利用例があります。ここの
コードを眺めたり実際にコピペ実行したりして理解を深めてい
くこともできます。例えば③の行は、④と⑤の2つのコマンドか
ら構成されます。逆に言えば、⑥セミコロン(;)を間に挟むこと
で、独立した2つのコマンドを同一行に書くこともできます。こう
いう書き方をするヒトも一定数いると思います。

③

④ ⑤⑥



Examples
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①

①の部分をコピペ実行。これは、「1から12の整数からなる数
値ベクトルを作成した結果を、xというオブジェクト名で取り扱
えるようにしている」ことに相当します。

①



Examples
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①

①の部分をコピペ実行。これは、「1から12の整数からなる数
値ベクトルを作成した結果を、xというオブジェクト名で取り扱
えるようにしている」ことに相当します。②xの中身を表示。確
かに12個の要素からなる整数のベクトルになっていますね。

②
③
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length関数

117Apr 15, 2019

①
②

③
④

①の部分をコピペ実行。これは、「1から12の整数からなる数
値ベクトルを作成した結果を、xというオブジェクト名で取り扱
えるようにしている」ことに相当します。②xの中身を表示。確
かに12個の要素からなる整数のベクトルになっていますね。
④（ベクトルの）要素数を調べたい場合はlength関数を使うの
が一般的だと思います。



dim(x)
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①

ちなみに、⑤このオブジェクトxに対してdim関数を実行しても、
⑥NULLとなります。理由は、xが行列ではなくベクトルだから
です。

②
③

④

⑤

⑥



class(x)
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ちなみに、⑤このオブジェクトxに対してdim関数を実行しても、
⑥NULLとなります。理由は、xが行列ではなくベクトルだから
です。⑦class(x)で、オブジェクトxがintegerという形式であるこ
とを知る。確かに整数（integer）からなるベクトルなので妥当。

②

④

⑤

⑦

③

①



Examples
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まだExamplesの続きです。①の部分をコピペ実行。これは、x
の次元を3行×4列に変更せよ、という命令です。

①

①



Examples
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①②

まだExamplesの続きです。①の部分をコピペ実行。これは、x
の次元を3行×4列に変更せよ、という命令です。②xの中身を
表示。確かに3行×4列のデータに変更されていますね。

①
②



class(x)
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①②

①
②

③

まだExamplesの続きです。①の部分をコピペ実行。これは、x
の次元を3行×4列に変更せよ、という命令です。②xの中身を
表示。確かに3行×4列のデータに変更されていますね。もう
一度③class(x)を実行。この際、打ち込まずに「上矢印キーを3
回押して、④以前実行したコマンドを有効利用」するなどして
効率的に進めよう。

④



class(x)
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①②

①
②

③

まだExamplesの続きです。①の部分をコピペ実行。これは、x
の次元を3行×4列に変更せよ、という命令です。②xの中身を
表示。確かに3行×4列のデータに変更されていますね。もう
一度③class(x)を実行。この際、打ち込まずに「上矢印キーを3
回押して、④以前実行したコマンドを有効利用」するなどして
効率的に進めよう。⑤xがintegerからmatrixに変わっているこ
とが分かります。こんな感じで基本的な関数やテクニックを駆
使してstep-by-stepで着実に自分のペースで理解していこう。

④

⑤



Contents
◼ 任意のキーワードを含む行を抽出（行列データの取り扱い）

◼ 色の説明と応用

◼ ありがちなミスや警告メッセージ

◼ コードの解説
 最初の4行分、read.table関数、quoteオプション（昔話）

 Tips(上下左右の矢印キーを有効活用)、ヘッダー行の有無

 dim関数、nrow関数とncol関数、?関数名、class関数、dim関数マニュアルの続き

 dim関数マニュアルの続き、dimnames、rownames、colnames、length

 readLines、Tips（タブ補完）
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コードの解説
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これまでは①の行を除く、②赤枠内のコードの解説を行いまし
た。②赤枠内を再度コピペ実行。

①

②



コードの解説
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こんな感じになります。

②



コードの解説
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こんな感じになります。①dataオブジェクトが11行×4列になっ
ている理由は、②header=TRUEとした状態で読み込んでいる
ので、最初の行がヘッダー行として認識されているからです。

②

①

②



readLines
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①では、中身が②の、③in_f2を、

②

①

②

③

③



readLines
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①では、中身が②の、③in_f2を、④readLines関数を用いて読
み込んだ結果を、⑤keywordsというオブジェクト名で保存して
います。

②

①

②

④ ③

③

⑤



タブ補完
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①

②

④ ③

③

⑤

①では、中身が②の、③in_f2を、④readLines関数を用いて読
み込んだ結果を、⑤keywordsというオブジェクト名で保存して
います。⑤keywordsの中身を表示させて確認しますが、コピ
ペ実行しないで既存のオブジェクトを打ち込む際は、スペルミ
ス防止のため、タブ補完を有効利用する癖をつけてください。



タブ補完
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①

②

④ ③

③

⑤

⑥

①では、中身が②の、③in_f2を、④readLines関数を用いて読
み込んだ結果を、⑤keywordsというオブジェクト名で保存して
います。⑤keywordsの中身を表示させて確認しますが、コピ
ペ実行しないで既存のオブジェクトを打ち込む際は、スペルミ
ス防止のため、タブ補完を有効利用する癖をつけてください。
具体的には、⑥keyまで（keまででもよい）打ち込んでから…



タブ補完
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①

②

④ ③

③

⑤

⑥

①では、中身が②の、③in_f2を、④readLines関数を用いて読
み込んだ結果を、⑤keywordsというオブジェクト名で保存して
います。⑤keywordsの中身を表示させて確認しますが、コピ
ペ実行しないで既存のオブジェクトを打ち込む際は、スペルミ
ス防止のため、タブ補完を有効利用する癖をつけてください。
具体的には、⑥keyまで（keまででもよい）打ち込んでから、⑦
Tabキーを押すと…

⑦



タブ補完
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①

②

④ ③

③

⑤

⑥

⑦

①では、中身が②の、③in_f2を、④readLines関数を用いて読
み込んだ結果を、⑤keywordsというオブジェクト名で保存して
います。⑤keywordsの中身を表示させて確認しますが、コピ
ペ実行しないで既存のオブジェクトを打ち込む際は、スペルミ
ス防止のため、タブ補完を有効利用する癖をつけてください。
具体的には、⑥keyまで（keまででもよい）打ち込んでから、⑦
Tabキーを押すと、⑧こんな感じになります。

⑧



タブ補完
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①リターンキーを押した結果。②中身が一致しており妥当で
すね。

①

②



classで確認
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①リターンキーを押した結果。②中身が一致しており妥当で
すね。③keywordsに対してclass関数を実行すると、④
character（文字列）という結果。数値ではないので妥当ですね。

②
①

③
④


